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年
数
は
６
・
７
年
だ
っ
た
も
の
が
、
25
年

後
の
２
０
０
５
年
の
結
果
で
は
、
男
性
が

15
・
２
年
、
女
性
が
14
・
２
年
と
男
女
差

が
僅
差
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、

こ
の
25
年
の
間
に
女
性
の
平
均
年
齢
が
上

が
り
、
ま
た
女
性
の
勤
続
年
数
が
伸
び
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
職
群
に

つ
い
て
も
こ
の
25
年
間
に
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
る
。
男
女
と
も
に
事
務
・
技
術
職

が
増
え
続
け
、
２
０
０
５
年
で
は
技
能
職

３
割
に
対
し
、
事
務
・
技
術
職
が
７
割
と

な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
女
性
の
長
期
勤

続
化
へ
の
対
応
、
男
女
の
職
群
比
率
の
変

化
に
対
応
し
た
労
働
時
間
政
策
、
働
き
方

の
見
直
し
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
一
般
的
に
技
能
職
が
生
み

出
す
付
加
価
値
は
労
働
時
間
に
比
例
す
る

一
方
で
、
事
務
・
技
術
職
が
生
み
出
す
付

加
価
値
は
、
創
造
性
・
自
発
性
が
求
め
ら

れ
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
し
も
労
働
時
間
に

比
例
す
る
と
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
、
技

能
職
が
生
み
出
す
付
加
価
値
は
生
産
現
場

な
く
し
て
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
事
務
・
技
術
職
が
生
み
出
す
付
加
価

特特集集＝＝ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンスス

電
機
連
合
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み

発
揮
し
や
す
い
環
境
・
制
度
の
整
備
が
必

要
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
は
程
遠
い
実
態

に
あ
る
。
第
１
図
は
電
機
労
働
者
の
労
働

時
間
の
実
態
で
あ
る
。
１
９
９
３
年
と
２

０
０
４
年
と
の
比
較
に
お
い
て
、
総
実
労

働
時
間
は
91
時
間
伸
び
て
い
る
。
そ
の
要

因
は
時
間
外
労
働
時
間

が
93
・
１
時
間
伸
び
、

更
に
年
休
時
間
が
21
・

６
時
間
減
少
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
電
機
連

合
は
、
１
９
８
９
年
か

ら
１
９
９
４
年
の
５
年

間
を
か
け
「
時
短
５
ヵ

年
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
推

進
し
、
１
９
９
４
年
に

は
加
盟
組
合
平
均
所
定

労
働
時
間
１
８
０
０
時

間
台
を
達
成
し
今
日
ま

で
き
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
１
９
９
０
年
代

後
半
以
降
、
グ
ロ
ー
バ

ル
競
争
が
激
化
し
、
電

機
産
業
の
多
く
の
企
業

で
人
員
削
減
な
ど
の
施

策
を
含
む
事
業
構
造
改

革
が
行
わ
れ
て
か
ら
と

W
in

と
な
る
よ
う
な
働
き
方
を
模
索
し
、

辿
り
つ
い
た
の
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
、
①
仕
事
と

家
庭
の
両
立
、
②
自
己
啓
発
・
趣
味
（
レ

ジ
ャ
ー
）
の
充
実
、
③
地
域
活
動
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
、
の
３
つ
の
視

なな
ぜぜ
今今
ワワ
ーー
クク
・・
ララ
イイ

フフ
・・
ババ
ララ
ンン
スス
なな
のの
かか

電
機
連
合
は
、
２
０
０
６
年
１
月
開
催

の
第
92
回
中
央
委
員
会
で
第
３
次
労
働
時

間
政
策
を
確
立
し
た
。
そ
の
政
策
の
柱
が

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
で
あ

る
。
政
策
で
は
「
生
活
面
に
お
け
る
『
ゆ

と
り
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
』
と
、
仕

事
面
に
お
け
る
『
創
造
性
が
発
揮
で
き
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
あ
っ
た
や
り
が
い
の

あ
る
働
き
方
』
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
個

人
に
と
っ
て
は
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
働
き
方

と
心
身
と
も
に
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
し
た

生
活
を
可
能
に
し
、
企
業
に
と
っ
て
も
高

付
加
価
値
経
営
の
実
現
に
つ
な
が
る
も

の
」
と
提
起
し
て
い
る
。
従
来
の
労
働
時

間
政
策
が
掲
げ
て
き
た
、「
い
か
に
労
働

時
間
を
短
縮
す
る
か
」
か
ら
、「
私
生
活

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
労
働
時
間
・
働

●
電
機
連
合
労
働
調
査
部
専
門
部
長

斉
藤
千
秋

さ
い
と
う
・
ち
あ
き

１
９
９
１
年
（
株
）
日
立
製
作
所
入
社
。

１
９
９
８
年
日
立
労
組
本
社
支
部
執
行
委

員
。
２
０
０
０
年
日
立
労
組
中
央
執
行
委

員
。
２
０
０
４
年
電
機
連
合
総
合
労
働
政

策
部
門
労
働
調
査
部
専
門
部
長
（
現
在
）

き
方
の
あ
り
方
」
を
考
え
る
政
策
転
換
で

あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
政
策
転
換
が
必
要
で
あ
っ

た
の
か
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
電
機
産

業
の
労
務
構
成
の
変
化
が
も
た
ら
す
働
き

方
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
（
第
１
表
参

照
）。
25
年
前
の
１
９
８
０
年
と
２
０
０

５
年
と
の
対
比
で
考
え
て
み
る
と
、
男
女

比
率
に
つ
い
て
は
男
性
８
割
、
女
性
２
割

と
い
う
構
成
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
均
年
齢
、
平
均

勤
続
年
数
に
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ

る
。
１
９
８
０
年
に
男
性
の
平
均
年
齢
が

33
・
３
歳
、
女
性
の
平
均
年
齢
は
27
・
６
歳

に
対
し
、
25
年
後
の
２
０
０
５
年
の
結
果

で
は
、
男
性
で
37
・
６
歳
、
女
性
で
35
・
４

歳
と
、
男
性
で
３
・
９
歳
、
女
性
で
７
・
８

歳
と
急
速
に
伸
び
て
い
る
。
同
様
に
勤
続

年
数
も
、
１
９
８
０
年
に
男
性
の
平
均
勤

続
年
数
が
11
・
６
年
、
女
性
の
平
均
勤
続

値
は
、
極
論
を
言
え
ば
勤
務
場
所
に
左
右

さ
れ
な
い
場
合
さ
え
あ
る
。
つ
ま
り
、
事

務
・
技
術
職
は
、
時
間
・
場
所
で
は
な
く

成
果
で
評
価
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
働
き
方

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
付
加
価
値
生
産
性

の
向
上
に
は
、
労
働
時
間
の
長
短
に
関
わ

ら
ず
、
従
業
員
の
持
て
る
能
力
を
最
大
限

い
う
も
の
、
正
規
社
員
の
時
間
外
労
働
の

増
加
、
年
休
取
得
の
減
少
が
続
き
、
総
実

労
働
時
間
の
増
大
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

る
。
そ
の
傾
向
は
、
特
に
事
務
・
技
術
職

で
顕
著
で
あ
り
、
労
働
時
間
に
比
例
し
て

生
産
性
向
上
が
図
れ
る
業
務
に
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
実
は
求
め
ら
れ
る
質
の

高
い
成
果
に
応
え
る
が
ゆ

え
に
、
労
働
時
間
が
長
時

間
化
し
て
い
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
電
機
連
合
が

毎
年
行
っ
て
い
る
生
活
実

態
調
査
で
は
、
長
時
間
労

働
が
健
康
面
や
家
庭
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
と
い
う
結
果
（
第
２

表
）
が
出
て
お
り
、
人
手

不
足
の
人
員
を
補
え
な
い

ま
ま
、
長
時
間
労
働
に
よ

る
生
産
性
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

労
働
者
が
健
康
や
家
庭
生

活
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
働

く
よ
う
で
は
、
決
し
て
企

業
が
期
待
す
る
よ
う
な
質

の
高
い
成
果
は
見
込
め
な

い
。
企
業
に
と
っ
て
も
労

働
者
に
と
っ
て
もW

in
-

労務構成 職掌別比率（％） 

年 

男女比率（％） 平均年齢（歳） 
〈単純平均〉 

平均勤続年数 
（年）〈単純平均〉 男　　性 女　　性 

1980 

1985 

1990 

1995 

2000 

2005

81.1 

79.4 

78.1 

78.9 

81.1 

82.6

18.9 

20.6 

21.9 

21.1 

18.9 

17.4

33.3 

34.0 

34.7 

34.9 

36.3 

37.9

27.6 

27.9 

29.3 

30.5 

33.2 

36.0

11.6 

12.0 

12.8 

13.0 

14.3 

15.7

6.7 

7.4 

8.6 

9.6 

12.0 

14.6

52.2 

46.9 

41.0 

36.6 

34.2 

27.4

47.8 

53.1 

59.0 

63.4 

65.8 

72.6

65.1 

52.8 

45.8 

33.9 

33.1 

28.3

34.9 

47.2 

54.2 

66.1 

66.9 

69.0

男性　　女性 男性　　女性 男性　　女性 技能職 
事務 
技術職 技能職 

事務 
技術職 

資料出所：電機連合「賃金実態調査」 

《第１表》

電機連合加盟組合の男女別平均年齢・勤続年数の推移（1980～2005年度）
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《第１図》電機労働者の労働時間
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加
盟
組
合
の
事
例
報
告
を
聞
い
て
以
来
、

都
市
と
地
方
と
で
根
本
的
な
取
り
組
み
の

違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ

の
加
盟
組
合
の
報
告
に
よ
る
と
、
年
次
有

給
休
暇
取
得
の
理
由
は
、
年
間
を
通
じ
て

行
わ
れ
る
地
域
行
事
（
運
動
会
、
消
防
団
、

祭
礼
な
ど
）
に
加
え
、
田
植
え
・
稲
刈
り

な
ど
、
生
活
の
中
に
地
域
の
特
性
が
組
み

込
ま
れ
、
そ
の
地
域
で
生
活
を
営
ん
で
い

く
に
は
、
そ
れ
ら
の
行
事
が
日
常
生
活
に

組
み
込
ま
れ
た
生
活
様
式
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
生
活
様
式
を
企
業

も
理
解
し
、
本
人
の
希
望
を
最
大
限
取
り

込
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、
都

市
化
に
よ
り
増
え
る
核
家
族
や
単
身
世
帯

に
と
っ
て
薄
れ
ゆ
く
地
域
活
動
や
人
間
関

係
を
回
復
す
る
た
め
の
発
想
で
も
あ
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
が
ち

な
都
市
部
に
お
い
て
、
仕
事
以
外
の
時
間

を
過
ご
す
場
所
で
の
自
己
の
存
在
価
値
を

確
立
す
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
世
界

（
見
識
）
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
へ

の
関
心
に
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
た
人
間
関
係
の
構
築
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
そ
の
点
で
、
地
域
で
求
め

き
方
が
、
企
業
に
と
っ
て
は
、
多
様
な
発

想
を
生
み
、
多
く
の
付
加
価
値
を
生
み
出

す
源
泉
に
な
る
こ
と
、
労
働
者
に
と
っ
て

は
、
心
豊
か
な
生
活
を
営
む
た
め
の
源
泉

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

か
け
を
提
示
し
て
い
る
。
回
答
に
挙
げ
ら

れ
た
第
１
位
は
「
時
間
的
余
裕
が
な
い
」

（
55
・
６
％
）
で
あ
り
、
次
い
で
「
自
分
の

テ
ー
マ
が
わ
か
ら
な
い
」（
14
・
９
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
自
己
啓

発
を
促
す
に
は
「
時
間
的
ゆ
と
り
」
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
時
間

的
ゆ
と
り
が
で
き
て
も
、
自
分
の
テ
ー
マ

が
明
確
で
な
い
場
合
、
自
己
啓
発
が
促
進

さ
れ
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。
自
己
の
テ
ー

マ
発
見
に
つ
い
て
は
、
自
己
啓
発
で
言
え

ば
、
仕
事
面
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
目
指
す
時
、
今
の
自
分
に
何
が
足
り
な

く
て
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
補
っ
て
い
く

か
を
教
示
し
て
く
れ
る
機
会
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
趣
味
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

長
い
間
仕
事
一
筋
で
働
い
て
き
た
中
高
年

が
リ
タ
イ
ア
後
に
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か

に
つ
い
て
も
テ
ー
マ
の
発
見
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
指
南
役
と
し
て
の
労
働
組
合
の

役
割
も
重
要
性
を
増
し
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。ワワ

ーー
クク
・・
ララ
イイ
フフ
・・
ババ
ララ
ンン

スス
――
地地
域域
生生
活活
・・
ボボ
ララ
ンン

テテ
ィィ
アア
活活
動動
へへ
のの
参参
加加

地
域
生
活
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
は
、
年
休
取
得
率
の
高
い
石
川
県
の

ら
れ
て
い
る
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
重
要
な
取
り
組
み

に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
し
、
労
働
組
合

と
し
て
、
そ
の
情
報
提
供
に
努
め
、
地
域

活
動
に
参
画
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
上
で
最

も
重
要
な
こ
と
は
、「
生
活
の

ゆ
と
り
創
出
」
で
あ
る
。
こ
の

点
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
労

働
時
間
政
策
は
、
１
日
24
時
間

と
い
う
誰
も
が
等
し
く
持
つ
時

間
を
、
仕
事
時
間
と
生
活
時
間

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
と
も
に
メ

リ
ハ
リ
を
も
っ
て
過
ご
す
こ
と

を
柱
に
、
仕
事
面
で
は
個
々
人

の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

こ
と
、
生
活
面
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
生

活
を
充
実
し
た
も
の
と
し
て
過

ご
す
こ
と
に
力
点
を
置
き
考
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

く
で
あ
ろ
う
。
多
様
化
す
る
価

値
観
の
中
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
働

点
か
ら
、
電
機
連
合
の
調
査
結
果
や
事
例

を
あ
げ
て
述
べ
る
。

ワワ
ーー
クク
・・
ララ
イイ
フフ
・・
ババ
ララ

ンン
スス
――
仕仕
事事
とと
家家
庭庭
のの
両両

立立ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
で
も
っ

と
も
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
で
あ
ろ
う
。
電

機
連
合
は
、
前
述
の
通
り
組
合
員
に
占
め

る
女
性
労
働
者
が
２
割
で
は
あ
る
が
、
１

９
８
５
年
以
降
、
研
究
職
や
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
な
ど
に
多
く
の
女
性
が
就
い
て

い
る
。
加
え
て
１
９
９
０
年
代
は
育
児
・

介
護
休
業
法
の
成
立
や
、
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
の
改
正
な
ど
も
あ
り
、
女
性
を
取

り
巻
く
就
労
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き

た
。
企
業
に
と
っ
て
、
そ
の
実
力
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
て
い
る
女
性
が
結
婚
や
妊

娠
を
機
に
退
職
す
る
こ
と
は
大
き
な
損
失

と
な
る
た
め
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く

こ
と
が
で
き
る
施
策
の
充
実
は
重
要
な
取

り
組
み
と
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
電
機

連
合
の
加
盟
組
合
は
、
育
児
休
業
期
間
や

短
時
間
勤
務
が
で
き
る
期
間
を
法
定
よ
り

も
延
長
し
た
り
、
子
ど
も
看
護
休
暇
や
配

偶
者
出
産
時
休
暇
の
制
度
化
を
法
律
制
定

に
先
駆
け
て
行
い
、
環
境
の
整
備
に
努
め

誌
で
父
親
の
子
育
て
参
画
に
つ
い
て
掲
載

さ
れ
た
記
事
に
よ
る
と
、
父
親
が
子
ど
も

と
遊
ぶ
時
間
は
平
日
１
時
間
、
休
日
12
〜

13
時
間
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
平
日
の

１
時
間
と
い
う
の
は
、
よ
く
見
積
も
っ
て

も
朝
食
を
一
緒
に
食
べ
、
子
ど
も
の
就
寝

直
前
に
帰
宅
し
、
本
を
読
み
聞
か
せ
る
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
分
、
休

日
は
子
ど
も
と
目
一
杯
過
ご
し
、
平
日
に

一
緒
に
過
ご
せ
な
い
分
を
取
り
返
す
。
そ

れ
は
、
子
ど
も
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
平

日
子
育
て
を
任
せ
き
り
に
し
て
い
る
配
偶

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
も
込
め
て
、
子
育
て
を

請
け
負
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

充
実
し
た
制
度
以
前
に
、
こ
の
よ
う
な
生

活
を
改
善
し
、
平
日
に
父
親
が
子
育
て
に

参
画
す
る
働
き
方
を
実
現
す
る
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
。

ワワ
ーー
クク
・・
ララ
イイ
フフ
・・
ババ
ララ

ンン
スス
――
自自
己己
啓啓
発発
・・
趣趣
味味

（（
レレ
ジジ
ャャ
ーー
））
のの
充充
実実

次
に
自
己
啓
発
支
援
で
あ
る
が
、
こ
の

点
で
は
ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
第

２
図
は
、
電
機
連
合
が
行
っ
た
調
査
で

「
自
己
啓
発
の
取
り
組
み
を
阻
害
す
る
も

の
」
に
つ
い
て
聞
い
た
設
問
結
果
で
あ
る
。

こ
の
結
果
は
、
自
己
啓
発
に
必
要
な
き
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
だ
け
で
な
く

男
性
も
含
め
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支

援
す
る
制
度
は
他
産
業
に
比
べ
充
実
し
て

き
て
い
る
（
第
３
表
）。
一
方
で
、
職
場

風
土
の
改
善
な
ど
、
そ
の
充
実
し
た
制
度

を
使
い
こ
な
せ
る
か
と
い
う
点
で
は
ま
だ

課
題
が
残
っ
て
い
る
。
あ
る
子
育
て
の
雑

特特集集＝＝ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンスス

《第２表》

時間外労働時間の生

活への影響（男性・

実際の時間外労働時

間別）

実際の時間外労働時間

なし

20時間以下

30時間以下

40時間以下

50時間以下

60時間以下

80時間以下

80時間超

働きすぎで疲れが翌日
に残る「そう思う」比率　

36 . 2

4 1 . 7

5 5 . 6

6 2 . 6

7 5 . 3

7 2 . 4

8 3 . 2

8 8 . 1

仕事が厳しく常に健
康不安を感じる「そう
思う」比率

24 . 9

2 7 . 8

3 2 . 3

3 8 . 3

4 8 . 2

5 2 . 6

6 1 . 2

7 4 . 0

家族と過ごす時間の
評価「不満」比率

39 . 2

3 7 . 8

5 3 . 0

6 2 . 4

6 5 . 5

7 4 . 3

7 5 . 5

8 5 . 4
資料出所：電機連合

「生活実態調査」

《第３表》電機連合加盟組合の仕事と家庭の両立支援制度（先進事例）

育児休職期間

育児のための短時間勤務

介護休職期間

介護のための短時間勤務

子の看護休暇

配偶者出産時の休暇

法定

子が1歳まで。ただし事由
がある場合は6ヵ月延長可

子が3歳まで

通算93日

通算93日

5日

―

電機連合加盟組合の先進事例

子が3歳になった月末まで

小学校3年生の3月末日まで

通算1年または（通算365日）

事由が消滅するまで

多目的休暇の使途として５日以上

5日

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0

55.6

14.9

9.7 5.5 4.2

時
間
的
余
裕
が 

な
い 

自
分
の
テ
ー
マ 

が
わ
か
ら
な
い 

金
銭
的
な 

余
裕
が
な
い 

研
修
・
勉
強
の 

相
談
相
手
が 

い
な
い 

研
修
・
勉
強
の 

成
果
の
評
価
制 

度
が
不
備 

出所：電機連合「電機連合の中期的な運動のあり方に関するアンケート調査報告」 

《第２図》自己啓発の取り組みを阻害するもの（第１位選択）


